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１．ラオス事業の概要　〜　課題

【問題】

・口腔内疾患の蔓延

・結果として

　栄養摂取不良

　他疾患の併発

　抑えられない痛み



１．ラオス事業の概要　〜　課題の原因

・　首都・大都市以外ではデンタル・クリニックが

　　極端に少ない

・　東南アジアで唯一 「デンタルナース制度」 が

　　無い

・　点在するヘルスセンターに配置される看護師は

　　歯科・口腔保健の教育を受けていない

原　　因 原因の詳細説明

・　歯科・口腔保健の教育を受ける機会が無い

・　地域医療を担うヘルスセンターの看護師が

　　歯科・口腔保健活動を行っていない

歯科・口腔保健活
動を担う人材が完
全に欠如している

地域住民に歯磨き
の習慣が無い

口腔衛生の知識が
欠如している



１．ラオス事業の概要　〜　解決策

歯科・口腔保健活
動を担う人材が完
全に欠如している

【歯科・口腔保健活動を担う人材を恒久的に輩出・
教育する仕組みを構築する】

・　県立看護学校に歯科・口腔保健のカリキュラム
を導入する

・　ヘルスセンターに勤務する看護師対し、歯科・口
腔保健全般の知識・技術を移転する 

地域住民に歯磨き
の習慣が無い

口腔衛生の知識が
欠如している

原　　因 解　決　策

【地域住民に対する歯科・口腔保健の教育を実施
する】

・　ヘルスセンター看護師、および小学校教員によ
る歯科・口腔保健活動の普及・定着を目指す



１．ラオス事業の概要　〜　事業地

【事業地】

lビエンチャン県（首都ビエンチャン

　から北へ70キロ、車で約1.5時間）

lフォンホン地区、他4地区（Toulakhom地区、
Keo Oudom地区、Kasy地区、Vang Vieng地区）

l看護学校および２０のヘルスセンターを対象

ビエンチャン県をモデル地区と
して、歯科・口腔保健サービス
システムを構築、定着させる 

同県で培うノウハウをラオス保
健省に技術移転し、システムの
全国展開を目指す

 



１．ラオス事業の概要　〜　歯科口腔保健サービスシステム
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２．ラオス事業フェーズ１の報告　〜　概要（2012.8〜2013.7）

項目 概要

目標 看護学校に歯科・口腔保健のカリキュラムを導入し、継続
的に歯科・口腔保健を担うマンパワーを輩出する仕組み
を整える

事業内容 ・ビエンチャン県の看護学校に歯科・口腔保健
　カリキュラムを導入
・フォンホン地区・４地区のヘルスセンターに所属する
　看護師への歯科・口腔保健プロモーション

講義風景 実技演習風景



２．ラオス事業フェーズ１の報告　〜　講義内容

カリキュラム 講義内容

第一回WS 歯と歯周組織の解剖、歯と歯周組織の疾患と診断、歯科・口腔疾患の予防、
歯科・口腔疾患の治療

第一回PT 健診の実習・概論、健診の実習、歯科・口腔疾患の診断

第二回PT 予防活動、ブラッシング指導、歯科・口腔疾患の予防、ブラッシング指導の実
践

第三回PT スケーリング概論、予防処置が概論、スケーリング実習

第二回WS 歯科・口腔保健活動の活動指針について、歯科・口腔保健活動の具体的な
施策案立案実習、各地区における実態報告、各地区における歯科・口腔保
健改善計画案議論 

第四回PT 簡単な齲蝕処置、齲蝕処置概論、齲蝕処置実習

第五回PT 高度な歯科処置・麻酔、麻酔概論、麻酔実習、麻酔下での歯周処置

第六回PT、
総括

地域歯科・口腔保健活動案の立案、同実習、レポートの提出と口頭試問、総
括

WS: Workshop 　　　　　PT: Practical Training

・　実践で使える知識・技術の移転に努めた



２．ラオス事業フェーズ１の報告　〜　教科書

・　８回の講義において、受講者の知識レベルに合わせて教科書を作成

・　教科書は日本語で作成したものを英語に翻訳。更にラオス語に翻訳した上
で製本化

・　同教科書は、県看護学校およびラオス保健省に提供

・　同教科書は看護学校カリキュラムの一環として今後も使用される



２．ラオス事業フェーズ１の報告　〜　開会式

毎回の講義で開会式を行い、本事業の意義を常に共有した



２．ラオス事業フェーズ１の報告　〜　講義・実技指導①

ラオス・ヘルスサイエンス大学の教員および日本人専門家による丁寧な指導を
実施した



２．ラオス事業フェーズ１の報告　〜　現地の評価

l 現地の主要新聞Vientiane Timesにも
OISDE事業が取り上げられた

l ヘルスサイエンス大学からOISDE
への感謝状

現地メディアにも取り上げられ、ラオス国民にも評価を受けた



２．ラオス事業フェーズ１の報告　〜　結果

上位目標 「デンタル・ナース制度構築にむけた環境整備 」 は達成された

１．ビエンチャン県の看護学校に歯科・口腔保健のカリキュ
ラムを導入

同県にて歯科・口腔保健の活動を担う人材が恒久的に輩出される仕組みが整う。 

２．同県看護学校でのカリキュラムの実施

OISDEおよび関係諸機関と検討された歯科・口腔保健のカリキュラムが看護学
校で開始された。対象は本事業期間内に同校に在籍する学生（最終学年）で
ある 。

３．デンタル・ナース制度の根幹となる体制の構築 

看護学校への歯科・口腔保健カリキュラムの導入により、デンタル・ナース制度
の要となる体制が本事業にて構築された。 



３．ラオス事業フェーズ２の途中経過（2013.8〜2015.7）

項目 概要

目標 ビエンチャン県フォン・ホン地区における看護師及び看護
学校学生を介した歯科口腔保健サービスの構築

事業内容 ・ヘルスセンターに所属する看護師に対して、歯科口腔技
術の実地研修を行う
・ビエンチャン県内のヘルスセンターにて歯科口腔保健
サービスを提供できる環境を整える

看護師による治療（抜歯） 感染症管理の説明中


